
 

 

 

 

このたびの展覧会では、春を待つ季節の小さな楽しみを

テーマに、うまいものを彩る南山焼のうつわや、午年の春に

ふさわしい作品を中心に、ご紹介します。 

南山焼は、江戸時代後期に八幡でうまれたやきものです。

特別な日も、普段の日も、料理に寄り添い、うまさをひきた

てる素朴なうつわとして、地元を中心に親しまれました。 

「馬」は、古くから、ひとの暮らしに寄り添う存在でした。そのすがたは、敬意や愛情をもっ

て作られたり、描かれたり、時には擬人化されたり、親しみを込めて表わされてきました。当

館のテーマである石清水八幡宮の僧侶・松花堂昭乗（1584～1639）の作品にも、馬を描い

たものがあります。鎮西八郎こと源為朝を乗せた馬の姿は、凛々しくも愛嬌があり、昭乗のユ

ーモアを感じることのできる作品です。そのほか

にも、様々に描かれる馬の姿をお楽しみいただ

けましたら幸いです。 

みなさまに、こころ温まる作品との出会いが

うまれますよう、願っております。 

 

松花堂美術館 令和 8 年 早春展 

うまし やわたのやきもの南山焼と 

早春を彩る館蔵品を中心に 

令和 8 年 1 月 17 日（土） ～ 3 月 22 日（日） 

前期 ： 1 月 17 日（土） ～ 2 月 15 日（日） 

後期 ： 2 月 17 日（火） ～ 3 月 22 日（日） 

 

 

 

 

「光琳画式」より馬図  部分 

 

南山焼 茶碗 帯山与兵衛 

絵馬衝立 部分 

 

 



展示一覧

名称   作者 など 時代 法量 形態 員数
材質
技法

所蔵

1 富士
ふ じ

画賛
が さ ん

宗般玄芳 大正時代 134.2×43.4 掛幅 1
紙本

墨画墨書
館蔵

向蝶文庫

2
南山
なんざん

焼
やき

赤
あか

楽
 らく

男山
おとこやま

茶碗
   ちゃわん

「与兵衛作」鉛釉銘
「南山」印銘

明治～大正時代 口径10×高8 茶碗 1 土焼成 館蔵

3
南山
なんざん

焼
 やき

赤楽
あからく

入
にゅう

仏
　ぶつ

紀念
　 きねん

鉢
 はち

「やはた南山」印銘 明治～大正時代
口径14.1×胴径17

×高7.9
鉢 1 土焼成 館蔵

4
南山
なんざん

焼
 やき

赤楽
あからく

鳩
はと

香
こう

合
ごう

「やはた南山」印銘
明治44年
（1911）

身底9.5×6.2、
胴径5.8×9
×総高6.5

香合 1 土焼成 館蔵

5
南山焼
なんざんやき

赤
あか

楽
 らく

四方
よ ほ う

皿
ざら

「やはた南山」印銘 明治～大正時代 22.5×22.5×高4.2 皿 1 土焼成 館蔵

6 絵
え

馬
ま

衝立
ついたて

伝 狩野元信 室町時代頃 70×93.5 衝立 1 木板著色 館蔵

7 曳
ひき

馬
 うま

図
ず

衝立
ついたて

江戸時代 139×173.5 衝立 1 紙本著色 個人

8 雪
せっ

中
ちゅうははちょう

叭々鳥図
ず

中林竹渓 江戸時代 129.1×42 掛幅 1 紙本墨画
館蔵

向蝶文庫

9 雪
ゆき

だるま図
ず

井澤寛州 大正時代 39.1×30 掛幅 1 紙本墨画 館蔵

10 梅
うめ

図
ず

中林竹洞
文政11年
（1828）

126×51.7 掛幅 1 絹本墨画
館蔵

向蝶文庫

11 松竹梅図
しょうちくばいず

　三
さん

幅
ぷく

対
つい

中林竹洞
天保9
（1838）

各129×41.7 掛幅 3
絹本墨画

著色
館蔵

向蝶文庫

12
雪中
せっちゅう

鷹狩
   たかがり

図
    ず

「灑
さい

然
ぜん

離
り

俗
ぞく

」より

三宅呉暁 明治時代 26.8×20.2 帖本 1 絹本著色 個人

13
三保
み ほ

の松原
まつばら

「雑
ざつ

画
が

帖
じょう

」より

西山芳園 江戸時代 31.4×17.6 帖本 1
紙本墨画

淡彩
個人

14
やすらいまつり

「有
ゆう

章
しょう

画帖
  がじょう

」より

中島有章 明治時代 21.5×28.4 帖本 1 紙本著色 個人

15
南山
なんざん

焼
 やき

冨士
ふ じ

形
がた

向付
 むこうづけ

　大
　だい

「南山」印銘 明治～大正時代 口径11×高6.6 向付 1 土焼成 個人

16
南山
なんざん

焼
 やき

月
つき

に梅
うめ

文
もん

蓋
ふた

付
 つき

碗
 わん

　湯呑
ゆ の

み

「南山」鉄釉銘 明治～大正時代
口径11.4×高7.3
口径7.2×高6.7

蓋付碗
湯呑み

2 土焼成
個人
館蔵

17

南山
なんざん

焼
 やき

鉄
てつ

絵
え

梅
うめ

文
もん

湯呑
ゆ の

み

月
つき

に梅文
うめもん ゆざ

湯冷まし

「南山」鉄釉銘 明治～大正時代
口径6.8×高5.3

口径10×8×高5.5
湯呑み

湯冷まし
2 土焼成 個人

18 鎮西八郎
ちんぜいはちろう

為朝
  ためとも

像
   ぞう

松花堂昭乗
江戸時代

初期
27.4×59.6 掛幅 1

紙本墨画
淡彩墨書

館蔵

19
騎馬
き ば

武者
む し ゃ

奈良
な ら

絵本
え ほ ん

「平治
へ い じ

物語
ものがたり

」二より

江戸時代
前期

23.4×17 冊子 1 紙本著色 個人

20
騎馬
き ば

武者
む し ゃ

奈良
な ら

絵本
え ほ ん

「保元
ほうげん

物語
 ものがたり

」四
　

より

江戸時代
前期

23.4×17 冊子 1 紙本著色 個人

21
騎馬
き ば

武者
む し ゃ

「連
れん

山
 ざん

米
  べい 

治
   じ

画帖
がじょう

」より

岸連山 江戸時代
25.6×27

（展示部分）
帖本 1 紙本墨画 個人

【前期展示】

【後期展示】

【前期展示】

【前期展示】

【後期展示】

【前期展示】

【前期展示】



名称   作者 など 時代 法量 形態 員数
材質
技法

所蔵

22 蘇
そ

東
とう

坡
ば

騎
き

驢
ろ

図
ず

萩坊乗円
江戸時代

前期
91.8×28.3 掛幅 1 紙本墨画 館蔵

23
蘇
そ

東
とう

坡
ば

騎
き

馬
ば

図
ず

『半
はん

山
 ざん

画
が

譜
ふ

』より

松川半山
明治28年

（1895）初版
22.7×15.4 冊子 1

紙本彩色
木版刷

個人

24
杜
と

子
し

美
び

騎馬
き ば

図
ず

「松花堂
しょうかどう

画帖
がじょう

」雪
ゆき

より

松花堂画帖
刊行会編

昭和5年
（1930）

32×22 帖本 1
紙本彩色
木版刷

館蔵

25
東海道
とうかいどう

名所
めいしょ

京洛
きょうらく

中
 ちゅう

ノ内
うち

五条橋
ごじょうばし

歌川芳盛
江戸時代

後期
35.7×24.4 一枚物 1 紙本錦絵 個人

26 加茂
か も

絵巻
え ま き 江戸時代

後期
35.7×24.4 巻子 1 紙本著色

館蔵
向蝶文庫

27 奈良
な ら

絵
え

本
ほん

断簡
 だんかん

室町時代頃 30.4×41.2 掛幅 1 紙本著色 個人

28 蜀
しょく

桟道
 さんどう

図
ず

江戸時代 148.8×82.6 掛幅 1
紙本墨画

淡彩
館蔵

向蝶文庫

許
きょ

栖
せい

岩
 がん

『有
ゆう

像
ぞう

列
れっ

仙
せん

全
ぜん

伝
でん

』巻
まき

一より

汪雲鵬
正保3年
（1650）

25.7×17.5 冊子 1
紙本

木版刷
個人

馬
ば

師
し

皇
こう

『有
ゆう

像
ぞう

列
れっ

仙
せん

全
ぜん

伝
でん

』巻
まき

四より

汪雲鵬
正保3年
（1650）

25.7×17.5 冊子 1
紙本

木版刷
個人

30 松
しょう

上
 じょう

双
  そう

鶴
  かく

都路華香 明治～大正時代 129.7×51.1 掛幅 1 紙本墨画 館蔵

31
松
まつ

に鶴
つる

「画
え

手本
て ほ ん

」より

松村景文 江戸時代
29.5×69.8
（展示部分）

巻子 1 紙本墨画 個人

32
南山
なんざん

焼
やき

鉄
てつ

絵
え

唐草
からくさ

文
もん

蓋
ふた

付
つき

碗
わん

「やはた南山」印銘 明治～大正時代 口径8.9×高8.2 蓋付碗 4 土焼成 個人

33
南山
なんざん

焼
やき

鉄
てつ

絵
え

蓋
ふた

付
つき

壺
つぼ

「やはた南山」印銘 明治～大正時代
口径8.5×胴径10.5

×総高9.2
蓋付壺 1 土焼成 個人

34 先
せん

賢
けん

図
ず

押絵
お し え

貼
はり

屏風
びょうぶ

伝 松花堂昭乗 江戸時代 169×365.2
6曲1隻
屏風

1
紙本墨画

墨書
館蔵

向蝶文庫

35 布袋図
ほ て い ず

長浜花城
明治10年頃

（1877）
30.8×45.6 掛幅 1 紙本墨画 館蔵

36
南山
なんざん

焼
やき

獅子
し し

香炉
こ う ろ

「南山周助忰造」
彫銘

江戸時代
底26.1×19.3

×高11.3
香炉 1 土焼成 個人

37
南山
なんざん

焼
やき

轆轤目
ろ く ろ め

耳付
みみつき

花
 はな

入
  いれ

「南山」印銘 明治～大正時代
口径3×底径7

×高13.7
花入 1 土焼成 館蔵

38
南山
なんざん

焼
やき

富士
ふ じ

絵
え

四方
よ ほ う

皿
ざら

「南山」印銘 明治～大正時代 口径12×高3 皿 1 土焼成 個人

中央ケース　南

39
尚
なお

信
のぶ

　佐野
さ の

のわたり

『可庵画叢
か あ ん が そ う

』より

喜多武清
明治～大正版

（安政6年
1859初版）

25×16.7 冊子 1
紙本彩色
木版刷

個人

40
佐野
さ の

のわたり

『光琳
こうりん

新
しん

撰
せん

百図
ひゃくず

』下
げ

より

酒井抱一
慶応元年
（1885）

25.5×18.5 冊子 1
紙本

木版刷
個人

41
群
ぐん

馬
ば

『光琳
こうりん

画
が

式
しき

』より

合川珉和
明治22年版

（文化15年初版）
25×16.7 冊子 1

紙本彩色
木版刷

個人

42
馬
ば

人
じん

島
とう

の場面
ばめん

奈良
な ら

絵本
え ほ ん

「御曹司
おんぞうし

島
しま

渡
わたり

」断片
 だんぺん

二
   に

種
 しゅ

ともに

江戸時代
前期

⑴15.6×21.5
⑵17.6×25.5

1片 2 紙本著色 個人

29

【後期展示】

【前期展示】

【前期展示】

【前期展示】



名称   作者 など 時代 法量 形態 員数
材質
技法

所蔵

43 奈良
な ら

絵本
え ほ ん

「鶏
けい

鼠
そ

物語
ものがたり

」下
げ 江戸時代

前期
24×64

（展示部分）
巻子 1 紙本著色 個人

中央ケース　北

44 奈良
な ら

絵本
え ほ ん

「鶏
けい

鼠
そ

物語
ものがたり

」上下
　じょうげ 江戸時代

前期

上17.6×77
下17.6×77
（展示部分）

巻子 2 紙本著色 個人

45
馬
うま

【前期】　群馬
ぐ ん ば

【後期】

「
せんけいじょう

専形帖
 

」第
だい　　さつ

一冊より

立松義寅
明治14年
（1881）

29.5×22.3 帖本 1
紙本墨画

淡彩
個人

46
芭蕉
ばしょう

　奥
おく

の細道
ほそみち

「若桜
わかさくら

画帖
　 がじょう

」より

小川千甕
昭和22年
（1947）

33×47.8 帖本 1
紙本墨画

淡彩
個人

東側

47
庚申
こうしん

薔薇
ば ら

に雀
すずめ

「風月
ふうげつ 

帖
 じょう

」より

岸誠
江戸時代

後期
全体34.3×24.7 帖本 1 絹本著色 個人

48
石
いし

防
 ぼう

風
 ふう

　天草
あまくさ

葉
ば

　土筆
つ く し

「専
せん

形
けい

帖
 じょう

」第
だい

二冊
さつ

より

立松義寅
明治14年
（1881）

29.5×22.3 帖本 1 紙本淡彩 個人

49
蝋梅
ろうばい

に目白
め じ ろ

【前期】　菊
きく

桃
もも

にうそ【後期】

「花鳥
かちょう

帖
じょう

」より

立松義寅
明治15年
（1882）

29.2×44.6 帖本 1 紙本淡彩 個人

50
椿
つばき

に鴬
うぐいす

【前期】　しだれ桜
さくら

に尾長
お な が

【後期】

「雑
ざつは

葩群生
ぐんじょう

」第
だい

一冊
さつ

より

立松義寅
明治13年
（1880）

29.2×44.6 帖本 1 紙本淡彩 個人

51 サバンナ2005 田島征彦
平成17年
（2005）

89×78 額装 1
天竺木綿

型染
館蔵

中央ケース

52 松
しょう

梅
  ばい

地
   じ

文
もん

達磨
だつま

釜
かま

大西浄清
江戸時代

前期
胴径27.3×高18.8 釜 1 鉄鋳造 館蔵

53 土
ど

馬
ば

　三
さん

種
しゅ

内里八丁遺跡出土
⑴飛鳥時代
⑵⑶奈良～平安
　　　時代初期

⑴24.5×8.5×高13.5
⑵12×5.5×高11
⑶14×7.5×高14.5

土馬 3 土焼成
八幡市教
育委員会

ロビー

54 南山
なんざん

焼
 やき

　鳩楊枝入
はとようじいれ

「やはた南山」印銘 明治～大正時代 5.7×2.8×高3.8 楊枝入 5 土焼成 館蔵

55 南山焼
なんざんやき

　菖蒲文
しょうぶもん

徳利
とっくり

「南山」鉄釉銘 明治～大正時代 口径2.7×高13.3 徳利 1 土焼成 館蔵

56 南山焼
なんざんやき

　亀
かめ

文
 もん

盃
 さかずき

「やはた南山」印銘 明治～大正時代 口径6.0×高2.8 盃 1 土焼成 個人

57 南山焼
なんざんやき

　色絵
い ろ え

鯉
こい

文
もん

盃
さかずき

「南山」鉄釉銘 明治～大正時代 口径5.8×高2.7 盃 1 土焼成 個人

58 南山焼
なんざんやき

　竹文
たけもん

盃
 さかずき

「南山」鉄釉銘 明治～大正時代 口径5.9×高2.6 盃 1 土焼成 個人

59 南山焼
なんざんやき

　冨士
ふ じ

形
がた

向付
 むこうづけ

　小
  しょう

「南山」印銘 明治～大正時代 口径11×高6.6 向付 1 土焼成 個人

60 松花堂
しょうかどう

好
このみ

四
   よ

つ切
ぎり

塗
ぬり

箱
ばこ

大正時代頃 29.8×29.8×高3.7 箱 1 木製漆塗 館蔵

＊【向蝶文庫】は平成25年に市内個人より一括寄贈を受けた資料の名称です。　

松花堂

美術館HP
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